
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

柳川市家庭教育支援チーム 

 （呼称：ふく rin 子育て） 

  

 

②活動拠点 二ッ河コミュニティセンター 

③活動範囲 柳川市、大川市、みやま市 

④組織体制 

 

  ４０ 人 

子育てサポーター ５人  会三役（会長、推進長、事務長）４人 

生活倫理相談士 １１人 会員 他（学習会、活動へ常時）２０人 

 

⑤活動開始年度 平成２７年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

家庭倫理の会柳川市 

（TEL）0944-74-1045   （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇月一回の子育てセミナー（声掛け、お誘い、チラシ等を通して） 

・講師による講話 

・家庭における問題、課題、悩み等へのアドバイス 

・お茶菓子をいただきながら、講師、参加者とのコミュニケーションをとる 

・個別相談も必要に応じて 

 

お互いの交流を図り、それぞれの抱える悩みを打ち開け、共感できる場

の提供をめざします。少しでも、安らぎが得られる雰囲気づくりを心掛けま

す。（明るい挨拶や言葉かけ、明るい部屋 等々） 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

○ セミナーへのお誘いの声掛けをすると、喜んでくださり、都合の良い時

には、参加されるようになった。（継続） 

○ 「話を聴いたり、アドバイスを受けることで、すっきりした気持ちになり、

心がリセットされます！」と、参加者の感想をいただく。 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （家庭倫理の会費） 

 




